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動機づけの先行研究を述べた上で問題提起をする。第 4 節では調査概要を述べ、第 5 節で



























E タンデムが実践されるようになった。特に、1994〜1996 年にヨーロッパの 12 の大学で



































	 Tian and Wang（2010）は、中国で英語を学習する大学生15 名とオーストラリアで中国





















































































語学習者 David さんである。2 人は筆者が博士論文執筆のために調査を実施した 3 組のペ
アのうちの 1 組である。手段的なケース・スタディでは研究者が設定したリサーチクエス
チョンの答えを得るために最も適切なケースが選択される。David さんとナナさんは、E
タンデム・プロジェクトに参加し、5 週間のプロジェクト実施期間に 28 通のメールのやり
取りと 3 回の Skype セッションを行い、プロジェクト終了後も E タンデムを続けていた。
プロジェクト終了後に行ったインタビューから、David さんの動機が時間とともに変化し





















プロジェクトは、E メールの交換活動と Skype セッションから構成される。このような構
成にした理由は、L 大学に 2008 年より E メールを使用した E タンデム・プロジェクトの


















ドイツ人日本語学習者の募集は、2010 年 6 月後半にドイツのL 大学で開講されている日
仮名 2) 性別 専門 母語（学習経験のある言語） 目標言語 言語レベル 3) 
Davidさん 男 機械工学 ドイツ語（英語） 日本語 A1 
ナナさん 女 ドイツ語 日本語（英語、イタリア語、広東語） ドイツ語 A2-B1 
図1	 Eタンデム・プロジェクトの流れ	 















ーの L 大学、タンデム学習の原則、セッションの進め方、Skype の使用方法と注意点につ
いて説明した。さらに、E タンデムをより良くイメージしてもらうために、ドイツにいる


















	 E タンデム・プロジェクトは 5 週間行われることになっていた。プロジェクトの流れを
図 2 に示す。プロジェクトはE メールの交換という書面でのコミュニケーションと Skype
 9 
セッションという口頭のコミュニケーション
から成る。第1 週目～第 2 週目はE メールの
交換だけを行い、第 3 週目からSkype セッシ
























第 3 週（E メール 2 通）：祝日と休み 
➢ あなたの国にはどんな祭りや国民の祝日がありますか？それはどのようにお祝いされますか？ 
   伝統的ですか？あなた自身はどのようにお祝いしますか？ 
➢ あなたの町では、どのような休日の過ごし方（Freizeitmöglichkeiten）がありますか？ 
➢ 個人的な休日の過ごし方について相手に説明しましょう。 
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 第 3 週目からは、E メールの交換に Skype セッシ
ョンが加わる。Skype セッションは図 4 のような流
れで行われる。まず、Ⅰ. Phase の「ウォーミング・
アップ」では、日本語とドイツ語で挨拶などをする。


















































































































































David さんは 2010 年 9 月にL 大学に入学し、10 月から大学の言語センターで日本語の授
業が開講されていることを知ると、すぐに日本語の授業を履修することにした。L 大学に
は日本語の専門のコースはなく、初級と中級の二つの日本語の授業が開講されているだけ



















きるとDavid さんは考えていた。このような理由で、David さんはE タンデム・プロジェ
クトに参加することにした。 
David さんはペアリングによって、ナナさんという日本人大学生とペアになった。コー

























…So, ich hoffe ich habe nicht zuviel oder zuwenig geschrieben.（…さて、私が書いたものが
長すぎたり短すぎたりしていないといいのですが。）…（略）… 
PS: Please let me know if my text was too short, too long, too complicated or too simple. I only 

























Leute mit A2 können fundamental Deutsch verstehen. Aber ich kenne nicht ob ich mit A2 weil 
ich keine Prüfung gemacht habe. Ich denke, dass deine Nachricht nicht zu lange oder zu kurz ist. 






	 1 文目の「Leute mit A2 können…」の文で、ナナさんは「A2」で示される言語レベルがど
のようなレベルかを説明している。そして、3 文目の「Ich denke, dass…」の文で、David さ
んの書いたドイツ語の文章が長すぎたり短すぎたりすると思わなかったことを伝えている。











	 第 1 週目よりも「リラックス」して行われた、続く第 2 週目のやり取りはどのようなも




Ich hoffe du hattest ein schönes Wochenende. Bei uns hat es auch noch nicht geschneit. 
Besonders in Norddeutschland fällt der erste Schnee selten vor Weihnachten. Die bunten Blätter 
im Herbst finde ich auch immer sehr schön, leider sind fast alle Bäume schon kahl und es sieht 
hier schon sehr nach Winter aus. Ich bin am Wochenende ein bisschen in der Umgebung 
spazieren gegangen und habe ein paar Bilder gemacht. Norddeutschland hat in dieser Zeit einen 








	 第 2 週目のテーマは「食べ物と飲み物・レシピ」であった。しかし、David さんはメール
の冒頭で引用 3 のように自分の住む北ドイツの様子について描写している。1 行目の「Bei uns 




















たがひどく失敗してしまった。このように、David さんはナナさんとの E メールの交換活
動を通して、日本文化に対する興味を深めたと思われる。 
	 第 2 週の終わりには、David さんからコーディネーターに「このプロジェクトを本当
に楽しんでいます。これを可能にしてくれてありがとう！」というメッセージが届いた。




	 図 5 を見ると、David さんのE タンデム・プロジェクトに対する動機は、第 3 週目にさ
らに上昇している。それはこの週から始まった「Skype セッションが好きだった」からだ
という。Skype セッションでDavid さんは、初めてナナさんとパソコンの画面で面会した。






There is a difference in reading about a county and really talking to [a] native I think. Even 
though the basic facts you learn about might be the same.（ある国について読むのと実際に
母語話者と話すのには違いがあります。たとえ、学んだ基本的なことが同じだとして
も。） 
























I didn't like making the learning diary and making it became a bit annoying [at] that time.（学習日
記を書くのは好きではなかったし、このときそれを書くのがちょっと嫌になった。） 
(2011/3/20 インタビュ 1ー_David) 
 
There were different reasons like stress in university.（大学でストレスが溜まっていたなど、
色々な理由があった。） 
 (2011/3/20 インタビュ 1ー_David) 
 








Entschuldige, dass ich wieder etwas spät dran bin, aber Mittwoch bin ich endlich mit meinem 















…in the later week[s] I [became] more motivated because I thought I was making more progress 
in learning Japanese. Writing the letters became easier in the later weeks I think. It took few a 
hours to write the first letter and later I didn't take so long. Also I could write more complex 





	 	 (2011/6/9 インタビュ 2ー_David)  
 






で構成される文が全体の50%（18 文中 9 文）だったのに対し、第 5 週目のメールでは、そ
れが全体の 93%（14 文中 13 文）となっており、全体的に文が長くなっていた。このよう
にDavid さんは、メールを書くことを通して徐々に自分がより複雑な文を産出できるよう








After ...learning Japanese [for some time] I felt that I didn't ...[move] forwards anymore. The 
eTandem project gave me [the] feeling of ...[moving] forward again, so my motivation was high. 
…（略）… , the project gave me a goal to learn for. I had to do something to write letters and read 
them. I had something to work on. Before I felt like I was just repeating vocabulary and a bit of 






(2011/3/20 インタビュ 1ー_David) 
 








	 ここで、さらに詳しく David さんの日本語学習に対する動機の変化を見てみよう。図 6











My motivation rose because the project showed me, especially in the beginning, that I needed to 
improve my Japanese in order to be able to really communicate ...[in] Japanese. …as the 
week[s] progressed this feeling grew stronger.（特に最初の頃、私は実際に日本語でコミ
ュニケーションを取ることができるように、日本語を上達させる必要があったので、
私の動機は上がりました。…週が進むにつれてこの気持ちは強まっていきました。） 












…Entschuldigung, dass ich nicht mehr schreiben konnte, aber weil ich vorher noch nie wirklich 
etwas auf Japanisch geschrieben habe, hat es sehr lange gedauert. Ich hoffe ich war nicht zu 
unhöflich. Ich weiß, dass es auf Japanisch viele Höflichkeitsformen gibt. Leider kenne ich mich 












	 また、第 3 週に始まった Skype セッションで、David さんは、ナナさんと実際に会話を
したことで、自分が話したいことを十分に日本語で表現することができず、日本語をもっ
と上達させる必要があることを実感していた。以下に示すのは、はじめてのSkype セッシ




[2010/12/03 23:56]  	 筆者 : How was the session? 
[2010/12/03 23:57]   David : Well, I need to improve my Japanese and make better 	 	  
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	    preparations for the sessions. 
[2010/12/03 23:57]   David : I think I failed a bit. 
[2010/12/03 23:58]   筆者 : Oh, okay what do you mean you "failed"? 
[2010/12/03 23:59]   David : I mean I made a lot of mistakes 
[2010/12/04 0:00]    筆者 : I see. but it always happens when you learn [a] language. (^-^) 
[2010/12/04 0:02]    David : yes, I know. I will try to ...[do] better next time. 
[2010/12/04 0:03]    筆者 : (*^^*) sure 
（2010/12/3-4 チャットW3_David） 
 
	 David さんは、初めてのSkype セッションで「少し失敗したと思う」と話した。そして、
もっと日本語を上達させることとセッションのためにもっとよく準備することが必要だと
感じた。また、第 3 週のSkype セッションの後にDavid さんからナナさんに送られた日本
語のメッセージの冒頭には「日本語で話すことはとても難しいですから、次回のSkype セ
ッションによく準備したいです。私は来週からもっと時間がありますから、がんばってい
ます。」（2010/12/4 メールW3_David）と書かれており、David さんがSkype セッションで、
日本語を話すのが難しいと感じ、次回からもっとがんばりたいと気持ちを新たにしたこと
が窺えた。Skype 後に David さんからナナさんへ送られた第 3 週目のメールには、Skype
セッションで十分に説明できなかった内容が日本語で説明されており、Skype セッション
の後に、David さんが日本語で言いたかったことを表現しようと努力したことが窺える。






	 6.2.4.で見たように、図 5 ではDavid さんのE タンデム・プロジェクトに対する動機が第





























に興味を持つようになった。そして、第 5 週目以降もDavid さんの日本語学習に対する動




It's still fun talking to her though. Of course I'm still learning Japanese and my motivation is still 
high. I try to learn every day and usually I manage to do so.（彼女［ナナさんのこと］と話す
のは今でも楽しい。もちろん、私はまだ日本語を勉強しているし、日本語を学ぶ動機
は今でもまだ高い。私は毎日学ぼうとしているし、だいたいなんとかそうしている。） 
(2011/3/20 インタビュ 1ー_David) 
 






	 上の記述から言えることは何であろうか。本節では、第 6 節の記述から明らかになった
David さんの動機の変化の要因を 1）動機を高めた要因、2）動機を下げた要因に分けて整










	 第 1 週目では、David さんは緊張していたが、第 2 週目になるとより「リラックス」し
たことで動機が上がっていた。第 2 週目のドイツ語で書かれたメールの冒頭ではDavid さ
んが過ごした週末について写真付きで紹介されており、David さんはプロジェクトで決め
られていたテーマに縛られず、自由に自分の個人的な話題について書いていた［6.2.2.］（以

















	 第 3 週目から Skype セッションが始まり、David さんは日本語教師以外の日本語母語話






















	 David さんは第 4 週目から第 5 週目にかけて、E タンデム・プロジェクトに対する動機
が上がった理由を「自分（の日本語）が上達しているのを感じた」からだと説明した［6.2.5］。
David さんはプロジェクトに参加する以前、自分の日本語はもう伸びないと感じるように



















































	 以上、本稿では、E タンデムの実践を続けた David さんの動機が時間の経過と共に変化
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５）パートナーのナナさんのドイツ語学習のためにDavidさんが特に配慮した点はありますか。	 	  
	 	 それはどのような点ですか。 
６）Eタンデム・プロジェクトに参加した期間のDavidさんのEタンデム・プロジェクトへのモ	 	 	  
	 	 チベーションの変化を以下のグラフに図示してください。 
     	 	         
７）Eタンデム・プロジェクトに参加した期間のDavidさんの日本語学習へのモチベーションの 
	 	 変化を以下のグラフに図示してください。 
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